
公益社団法人日本新体操連盟 

平成 27 年度第 1 回総会議事録 

 

１． 会議名： 平成 27 年度第 1 回総会 

２． 日時： 平成 27 年 6 月 27 日（土）15 時 00 分～15 時 30 分 

３． 場所： 東京都千代田区丸の内 1-7-12  

「東京ステーションコンファレンス  503」  

４． 構成員現在数： 20 名 

５． 出席代議員数： 11 名  

以下出席社員  

熊谷 正儀（仙台ジュニア体育研究所）  

秋山 久世(ＡＳＫＡ・ＲＧ) 

飯田 まぶき(インタークオレス) 

波多野 恵子(東京ジュニア新体操クラブ) 

横山 眞理子（ピュア RG） 

村上 佳子(Ｒｉｂｂｏｎ 新体操クラブ) 

玉野 有美（Shaleur R.G） 

橋爪 みすず(ポーラ☆スターＲＧ) 

梅田 雅代(明石ＲＧ) 

松島 博子(広島オーキス新体操クラブ) 

吉田 佳代(三木ＲＧ) 

６． 欠席代議員数： 9 名 

７． 出席役員： 二木 英徳（会  長） 朝倉 正昭（副  会  長） 石崎 朔子（副  会  長） 

  福本  隆（副  会  長） 関田史保子（常務理事） 渡辺 守成（常務理事） 

  池田真喜子（理  事） 岡 久留実（理  事） 崇島 慎一（理  事） 

  谷口 裕代（理  事） 橋本 千波（理  事） 山﨑 浩子（理  事） 

     

 （新役員） 宮嶋 泰子（理  事） 守永 直人（理  事） 小島浩二郎（監  事） 

  以上 15 名 

８． 欠席役員： 秋山エリカ（理  事） 上村 郁代（理  事） 谷原  誠（理  事） 

  田中  元（監  事）   

  以上 4 名 

９． 議案：  

 決議事項  

  第 1 号議案 平成 26 年度事業報告承認について（定款第 4,12 条関連事項） 

  第 2 号議案 平成 26 年度収支決算報告承認について（定款第 4,12 条関連事項） 

  第 3 号議案 平成 27・28 年度役員について（定款第 12 条、第 5 章関連事項） 

  第 4 号議案 その他 

    

10． 議事の経過及び結果 

（１）議長による開会宣言 

(公社)日本新体操連盟・定款第 15 条の定めにより議長を会長二木英徳が勤め、開会宣

言を行った。 

（２）議事録署名人の選出 

定款第 18 条により、議長は議事録署名人を福本隆副会長と関田史保子常務理事にする

事を議場に諮り承認された。  

（３）定足数の確認 

定款第 17 条により総会出席者数 11 名であることが福本隆副会長より告げられ、議決

定足数を満たしている事が報告された。  



（４）議決事項 

第 1 号議案 平成 26 年度・事業報告承認について（定款第 4,12 条関連事項） 

議長は説明者として石崎朔子副会長を指名し、石崎副会長は下記内容の説明を行った。  

１．平成 26 年度登録状況報告について  

平成 26 年度は 

加盟団体数 555 団体 

登録選手数 8,273 名 

愛好者数  31,051 名 

審判員数  1,187 名 

指導者数  1,440 名 

であった。子どもの人口減少などにより登録クラブ数が減っているものと思われる。 

 

２．「第 23 回全日本新体操クラブ選手権」について 

8 月 23 日から 25 日に「千葉ポートアリーナ」にて開催した。 

参加者数は 227 クラブ 681 名の参加 

クラブ対抗はイオンが 5 大会連続 21 回目の優勝 

シニアは皆川夏穂選手 

ジュニアは喜田純鈴選手 

が優勝した。 

 

 

３．「第 14 回全日本新体操クラブ団体選手権」について  

9 月 6、7 日「東京体育館」にて開催した。 

参加者は 111 クラブチーム 684 名が参加した。 

 

競技では、「シニアの部」でエンジェル RG カガワ日中が初優勝 

「ジュニアの部」では「すみれＲＧ」が 2 年連続優勝を飾った。 

 

 

４．「イオンカップ 2014 世界新体操クラブ選手権」について 

大会は 10 月 17 日から 19 日にかけて「東京体育館」にて開催した。 

大会には世界選手権優勝のロシアのヤナ選手、第 2 位のマムーン選手ら世界トップ選

手が集まった。 

 

競技では、マムーン選手、ヤナ選手擁するロシア「ガスプロム」が 15 回連続 17 回目

の優勝を飾った。 

シニアではマムーン選手が初優勝、ジュニアでもロシアのポリアコワ選手が初優勝を

飾った。 

 

日本選手団では、「イオン」が昨年に続き 4 位入賞を果たし、ジュニアではイオンの柴

山瑠莉子選手が 5 位に入賞するなど活躍を見せた。 

 

 

５．「第 15 回日本新体操祭」 

「イオンカップ」2 日目の 10 月 18 日「東京体育館」で開催した。 

参加者数は 54 クラブ 1803 名であった。 

大変多くの参加者とそれをご覧になるお客様で、大変盛況であった。  

 

 

６．「第 17 回全日本新体操チャイルド選手権」 

「第 14 回全日本新体操キッズコンテスト」について  

今回は 354 クラブ 787 名の参加者を集め、2 月 20 日から 22 日にかけて「東京体育館」



にて開催した。 

５・６年生の部で「イオン」の山田愛乃選手が、 

３・４年生の部は「札幌 MEG.RG クラブ」の村国野乃花選手が初優勝を飾った。 

 

以上の説明の後、議長は質疑、意見等を求めたが発言は無かった。  

 

以上の後、第 1 号議案「平成 26 年度・事業報告承認」について全会一致可決された。 

 

 

第２号議案「平成 26 年度・収支決算報告」について（定款第 4,12 条関連事項） 

議長は説明者として池田真喜子理事を指名し、池田理事は下記内容の説明を行った。  

 

１．収支決算 

資料には平成 26 年度の予算と実績を記載している。 

 

「登録費」について 

予算を昨年実績並みで組んでいたが、少子化の影響で登録数が減少し、予算より少な

い会費収入 1176 万 4000 円となった。 

 

「世界新体操クラブ選手権」について 

予算については昨今の景気高揚感により、スポンサー収入が予算を上回り、約 1600

万円多い 2 億 3785 万 7898 円の収入があった。 

支出については、円安と宿泊費高騰、特に消費税増税の影響により、2 億 4178 万 7998

円の支出となった。 

 

「国内大会」について 

クラブ選手権は参加者が増加しため、収入が 150 万円ほど増加し、1510 万 6447 円。

逆に団体選手権は参加者減となり、772 万 8569 円となった。チャイルド選手権はほぼ

予算通りとなった。 

 

「選手強化合宿」「指導者海外研修会」について 

開催募集したが、応募人数が最低開催人数に満たなかったため、中止とした。そのた

め収入、支出ともに 0 円計上。 

 

以上により、平成 26 度事業活動収入合計は 2 億 9736 万 9959 円。事業費支出計が 2

億 8679 万 8752 円。管理費がほぼ予算計上通りで 1332 万 9482 円。事業費支出と管理

費を合わせ、3 億 12 万 8234 円が 26 年度の支出合計となった 

26 年度収入から、支出を差し引きマイナス 275 万 8275 円が当期収支差額となった。  

 

前期繰越金 1373 万 264 円に当期収支差額 275 万 8275 円を差し引き 1097 万 1989 円が

次期繰越となった。 

 

２．貸借対照表、財産目録 

26 年度は流動資産が 1178 万 5739 円。まだ契約未締結の日本音楽著作権協会への未払

い費用として、81 万 3750 円を計上。平成 27 年 3 月 31 日時点の正味財産は昨年度よ

り、275 万 8275 円減少し、基本財産、資産等含め 3259 万 6045 円となった。 

 

３．監事承認 

この決算内容は本連盟監事より、承認いただいていることを合わせて報告した。 

 

以上の説明の後、議長は質疑、意見等を求めたが発言は無かった。  

 



以上の後、第２号議案「平成 26 年度・収支決算報告承認」について全会一致可決された。  

 

 

第３号議案「平成 27・28 年度役員」について（定款第 12 条、第 5 章関連事項） 

議長は説明者として池田真喜子理事を指名し、池田理事は下記内容の説明を行った。  

 

１．平成 27・28 年度役員について 

3 月に行われました総会で一度承認いただいておりますが、この総会にて最終決定を

頂きたい。 

＜再任＞  

二木 英徳（イオン株式会社・名誉相談役）  

石崎 朔子（日本女子体育大学・学長）  

関田 史保子（東京女子体育大学・教授）  

福本 隆（日本テレビ鳩友会・副理事長）  

池田 真喜子（公益社団法人日本新体操連盟・事務総長）  

山﨑 浩子（スポーツライター）  

渡辺 守成（イオンリテール株式会社イオン新体操クラブ・代表）  

秋山 エリカ（東京女子体育大学・教授）  

岡 久留実（イオンリテール株式会社イオン新体操クラブ・コーチ）  

崇島 慎一（共同通信社・運動部次長）  

谷口 裕代（コスモスＲＧ・代表）  

谷原 誠（みらい総合法律事務所・弁護士）  

橋本 千波（ＰＥＧＡＳＵS・代表）  

＜新任＞  

宮嶋 泰子（テレビ朝日・スポーツコメンテーター）  

守永 直人（公益社団法人日本新体操連盟・職員）  

小島 浩二郎（税理士法人晴海パートナーズ・代表社員）  

 

２．朝倉正昭氏の顧問推薦について  

平成 26 年度まで副会長を務めて頂いていた朝倉正昭氏が体調を崩され役員をお勤め

いただくのは大変となってしまったが、長年の実績などを考慮して定款第 27 条により顧

問就任を提案したい。定款で、顧問は総会での推薦事項となるのでご推薦を頂きたい。

顧問の就任任期については平成 27・28 年度の 2 年間。 

 

以上の説明の後、議長は質疑、意見等を求めたが発言は無かった。  

 

以上の後、第３号議案「平成 27・28 年度役員」について全会一致可決された。 

 

第４号議案「その他」について  

議長は議場にその他議案の提出を諮ったが、提案、報告はなかった。 

 

（５）閉会宣言 

議長は他に質問、意見がないのを確認し総会の終了を宣した。 

 

この議事録が正確であることを証するため、議長ならびに議事録署名人は次に署名押印する。  

 

 

 

平成 27 年 6 月 27 日 

 

公益社団法人 日本新体操連盟 平成 27 年度第 1 回総会   

 



議    長  二 木  英 徳   

 

 

議事録署名人  福 本   隆    

 

 

同     関 田  史保子   

 


